
 2026年（令和8年度）の診療報酬改定に伴い、厚生労働省の規定に基づき訪問看護医療情報連携加算の

算定をいたします。この加算はICT（情報通信技術）を活用して医療・ケア情報を多職種間で共有し、

計画的に訪問看護管理を行うことを目的とした加算です。

【施設基準】

これに関する施設基準は以下の通りです。

1.利用者の診療情報等を、連携機関間の協議に基づき一元的に管理されたサーバーで保管すること。

2.診療情報等の共有は、利用者が同意した者（利用者・家族・連携機関）のみで行うこと。

3.参加者が時系列で速やかに常時閲覧・取得・共有できるICTを用いること。

4.厚生労働省等のガイドラインを参考に安全管理を行うこと。

5.特別な関係を除いた連携機関の数が5以上であること。
6.ICTを用いた連携体制について、ステーションの見やすい場所およびウェブサイトに掲載すること。

【連携実績のある機関】

 当事業所は、主治医をはじめ、地域の医療機関・薬局・介護事業所と連携しながら訪問看護を

提供しています。連携実績のある機関(一部抜粋)は次の通りです。

富田訪問看護ステーション

       管理者 中村 秀代

訪問看護医療情報連携加算に伴うウェブサイト掲示について

訪問看護医療情報医療連携加算   1,000円/月

2026年6月1日

連携機関の名称

倉敷リバーサイド病院

つばさクリニック玉島

つばさクリニック

グリーン在宅クリニック

保険医療機関

連携機関の種類

むしあけ在宅クリニック 保険医療機関

保険医療機関

保険医療機関

保険医療機関


